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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年8月6日(2020.8.6)

【公表番号】特表2019-520171(P2019-520171A)
【公表日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-028
【出願番号】特願2019-500451(P2019-500451)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  53/04     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ 102/32     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   53/04     　　　Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　前端部および後端部と、
　フェース要素であって、
　　前記前端部に位置するフェース面と、
　　前記後端部に位置する後面であって、後中心、後周縁部、および、強化デバイスを備
える前記後面と、
　を備える前記フェース要素と、
　トップレール壁を形成するために、底端部に向かって円弧状に延在するトップレールを
有する上端部と、
　前記上端部に向かって上向きに延在する後部分と一体に形成されるソールを有する底部
と、
　第１のトゥ端部部分、第２のトゥ端部部分、および、第３のトゥ端部部分へと分割され
るトゥ端部であって、
　　前記第１のトゥ端部部分は、前記上端部に隣接しており、前記上端部と一体に形成さ
れており、
　　前記第３のトゥ端部部分は、前記底端部に隣接しており、前記底端部と一体に形成さ
れており、
　　前記第２のトゥ端部部分は、前記第１のトゥ端部部分と前記第３のトゥ端部部分の間
に設けられており、
　　前記トゥ端部は、前記トップレール、前記ソール、および、前記ヒール端部に向かっ
て、湾曲して延在しているトゥレッジ部を有しており、
　　前記トゥレッジ部は、前記トップレール壁および前記後部分と一体に形成される、
　前記トゥ端部と、
　前記トップレール、前記ソール、および、前記トゥ端部に向かって、湾曲して延在して
いるヒールレッジ部を備えるヒール端部であって、前記ヒールレッジ部は、前記トップレ
ール壁および前記後部分と一体に形成される、前記ヒール端部と、
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　第１のキャビティ、第２のキャビティ、第３のキャビティ、第４のキャビティ、および
、第５のキャビティを備えるアンダーカットであって、
　　前記第１のキャビティは、前記後面と前記トップレール壁の間に形成されており、０
．１１５インチから０．１３５インチの第１の深さを有しており、
　　前記第２のキャビティは、前記後面と前記後部分の間に形成されており、０．４６０
インチから０．５８０インチの第２の深さを有しており、
　　前記第３のキャビティは、前記後面と前記第１のトゥ端部部分における前記トゥレッ
ジ部の間に形成されており、０．２１５インチから０．２４５インチの範囲の第３の深さ
を有しており、
　　前記第４のキャビティは、前記後面と前記第２のトゥ端部部分における前記トゥレッ
ジ部の間に形成されており、０．１４０インチから０．１６５インチの範囲の第４の深さ
を有しており、
　　前記第５のキャビティは、前記後面と前記ヒールレッジ部の間に形成されており、前
記第５のキャビティは、０．０８０インチから０．１１０インチの範囲の第５の深さを有
している、
　前記アンダーカットと、
　外周縁面および内周縁面を有するループ状リブを備える強化要素と、を備え、
　前記強化要素の前記外周縁面は、前記後面に対してすみ肉付けされる、ゴルフクラブヘ
ッド。
【請求項２】
　前記ループ状リブは、ｘ軸に対して対称である、または、ｙ軸に対して対称である、請
求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記第１のキャビティ、前記第２のキャビティ、前記第３のキャビティ、前記第４のキ
ャビティ、および、前記第５のキャビティの全てが一体に接続されており、連続的である
、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記第１のキャビティ、前記第２のキャビティ、前記第３のキャビティ、前記第４のキ
ャビティ、および、前記第５のキャビティが、分断構造体によって分断されており、非連
続的である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記フェース要素が、前記フェース面のフェース中心から前記後中心へと垂直に測定さ
れ、０．０５５インチから０．０７５インチの範囲の第１の厚さを備え、
　前記フェース要素が、前記強化要素の頂点から前記フェース面へと垂直に測定され、０
．１５０インチから０．２００インチの範囲の第２の厚さを備え、
　前記フェース要素が、前記フェース面から、前記強化デバイスがなく前記後周縁部およ
び前記後中心に隣接する前記後面へと垂直に測定され、０．０５０インチから０．０６０
インチの範囲の第３の厚さを備え、
　前記フェース要素が、前記後周縁部において、０．０５０インチから０．０７０インチ
の範囲の第４の厚さを備える、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記ゴルフクラブヘッドは、前記第２のキャビティの前記底部において、カスケーディ
ングソールをさらに備え、
　前記カスケーディングソールは、第１の層および第２の層を備える、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記第１の層は、前記第２の層の厚さよりも大きい厚さを備える、請求項６に記載のゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ループ状リブの前記内周縁面が、前記後面に対してすみ肉付けされる、請求項１に
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記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記第１のキャビティの前記第１の深さは、約０．１２５インチであり、
　前記第２のキャビティの前記第２の深さは、約０．５００インチであり、
　前記第１のトゥ端部部分における前記第３のキャビティの前記第３の深さは、約０．２
２５インチであり、
　前記第２のトゥ端部部分における前記第４のキャビティの前記第４の深さは、約０．１
２０インチであり、
　前記ヒール端部における前記第５のキャビティの前記第５の深さは、約０．０８０イン
チである、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記トゥレッジ部は、前記後面の一部を覆っており、
　前記トゥレッジ部は、前記第１のトゥ端部部分において最も顕著であり、前記第２のト
ゥ端部部分に向かって減少し、実質的に一定になっており、前記第３のトゥ端部部分に向
かって、わずかに増加する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　前端部および後端部と、
　フェース要素であって、
　　前記前端部に位置するフェース面と、
　　前記後端部に位置する後面であって、後中心及び後周縁部を備える前記後面と、
　を備える前記フェース要素と、
　トップレール壁を形成するために、底端部に向かって円弧状に延在するトップレールを
有する上端部と、
　前記上端部に向かって上向きに延在する後部分と一体に形成されるソールを有する底部
と、
　第１のトゥ端部部分、第２のトゥ端部部分、および、第３のトゥ端部部分へと分割され
るトゥ端部であって、
　　前記第１のトゥ端部部分は、前記上端部に隣接しており、前記上端部と一体に形成さ
れており、
　　前記第３のトゥ端部部分は、前記底端部に隣接しており、前記底端部と一体に形成さ
れており、
　　前記第２のトゥ端部部分は、前記第１のトゥ端部部分と前記第３のトゥ端部部分の間
に設けられており、
　　前記トゥ端部は、前記トップレール、前記ソール、および、前記ヒール端部に向かっ
て、湾曲して延在しているトゥレッジ部を有しており、
　　前記トゥレッジ部は、前記トップレール壁および前記後部分と一体に形成される、
　前記トゥ端部と、
　前記トップレール、前記ソール、および、前記トゥ端部に向かって、湾曲して延在して
いるヒールレッジ部を備えるヒール端部であって、前記ヒールレッジ部は、前記トップレ
ール壁および前記後部分と一体に形成される、前記ヒール端部と、
　第１のキャビティ、第２のキャビティ、第３のキャビティ、第４のキャビティ、および
、第５のキャビティを備えるアンダーカットであって、
　　前記第１のキャビティは、前記後面と前記トップレール壁の間に形成されており、０
．１１５インチから０．１３５インチの第１の深さを有しており、
　　前記第２のキャビティは、前記後面と前記後部分の間に形成されており、０．４６０
インチから０．５８０インチの第２の深さを有しており、
　　前記第３のキャビティは、前記後面と前記第１のトゥ端部部分における前記トゥレッ
ジ部の間に形成されており、０．２１５インチから０．２４５インチの範囲の第３の深さ
を有しており、
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　　前記第４のキャビティは、前記後面と前記第２のトゥ端部部分における前記トゥレッ
ジ部の間に形成されており、０．１４０インチから０．１６５インチの範囲の第４の深さ
を有しており、
　　前記第５のキャビティは、前記後面と前記ヒールレッジ部の間に形成されており、前
記第５のキャビティは、０．０８０インチから０．１１０インチの範囲の第５の深さを有
している、
　前記アンダーカットと、
　を備える、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記フェース要素は、前記フェース面のフェース中心から前記後中心へと垂直に測定さ
れ、０．０８８インチから０．１００インチの範囲の第１の厚さを備え、
　前記フェース要素は、前記フェース面から前記後中心に隣接する前記後面へと垂直に測
定され、０．０８８インチから０．１００インチの範囲の第２の厚さを備え、
　前記フェース要素は、前記フェース面から前記後面へと測定され、前記第２の厚さに隣
接し、かつ、前記後周縁部に隣接する０．０５０インチから０．０６０インチの範囲の第
３の厚さを備え、
　前記フェース要素は、前記後周縁部において、０．０５０インチから０．０７０インチ
の範囲の第４の厚さを備える、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記ゴルフクラブヘッドは、前記第２のキャビティの前記底部において、カスケーディ
ングソールをさらに備え、
　前記カスケーディングソールは、第１の層および第２の層を備える、請求項１１に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記第１の層は、前記前端部の近位にあり、
　前記第２の層は、前記後端部の近位にあり、
　前記第１の層が前記第２の層へと移行する、請求項１３に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記第１の層は、前記第２の層の厚さよりも大きい厚さを備える、請求項１３又は１４
に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　前記第１のキャビティの前記第１の深さは、約０．１２５インチであり、
　前記第２のキャビティの前記第２の深さは、約０．５００インチであり、
　前記第１のトゥ端部部分における前記第３のキャビティの前記第３の深さは、約０．２
２５インチであり、
　前記第２のトゥ端部部分における前記第４のキャビティの前記第４の深さは、約０．１
２０インチであり、
　前記ヒール端部における前記第５のキャビティの前記第５の深さは、約０．０８０イン
チである、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　前記第１のキャビティ、前記第２のキャビティ、前記第３のキャビティ、前記第４のキ
ャビティ、および、前記第５のキャビティの全てが一体に接続されており、連続的である
、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　前記第１のキャビティ、前記第２のキャビティ、前記第３のキャビティ、前記第４のキ
ャビティ、および、前記第５のキャビティが、分断構造体によって分断されており、非連
続的である、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１９】
　ウエイトが、前記後部分と前記後面の間において、前記第２のキャビティの中に配設さ
れることができる、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
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【請求項２０】
　前記トゥレッジ部は、前記後面の一部を覆っており、
　前記トゥレッジ部は、前記第１のトゥ端部部分において最も顕著であり、前記第２のト
ゥ端部部分に向かって減少し、実質的に一定になっており、前記第３のトゥ端部部分に向
かってわずかに増加する、請求項１１に記載のゴルフクラブヘッド。
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